
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

３
年
間
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
様
々

な
事
業
や
活
動
が
制
約
さ
れ
、
会

員
数
と
契
約
金
額
を
大
き
く
落
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

ひ
ず
み
を
取
り
戻
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

就
業
先
の
拡
大
や
新
会
員
の
獲

得
に
は
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
紹

介
が
最
も
有
効
で
あ
リ
、
高
い
確

率
で
実
績
が
上
が
り
ま
す
。

今
年
度
も
会
員
自
ら
が
新
た
な

就
業
先
の
開
拓
や
新
会
員
の
獲
得

に
取
り
組
む
「
一
人
１
会
員
紹
介
・

一
人
１
仕
事
開
拓
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
セ
ン
タ
ー
事

業
を
理
解
し
、
自
主
運
営
の
意
識

を
持
っ
て
事
業
や
行
事
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
お
客
様
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
は
令
和
５

年
10
月
か
ら
11
月
の
発
注
者

（
単
発
）
で
回
答
件
数
は
１

５
２
件
。

「
ど
ん
な
仕
事
を
依
頼
し
ま

し
た
か
」
①
植
木
の
剪
定
79

件
（
49
・
８
％
）
②
除
草
・
草
刈

り
43
件
（
27
％
）
③
障
子
・
襖
貼

り
な
ど
28
件
（
17
・
６
％
）
。

「
仕
事
の
出
来
栄
え
は
い
か
が
で

し
た
か
」
①
満
足
１
１
２
件
（
73
・

６
％
）
②
や
や
満
足
23
件
（
15
・

１
％
）
③
普
通
15
件
（
９
・
９
％
）
。

「
会
員
の
マ
ナ
ー
（
話
し
方
や
態

度
）
は
い
か
が
で
し
た
か
」
①
良

い
１
１
１
件
（
73
％
）
②
ど
ち
ら

か
と
云
え
ば
良
い
17
件
（
11
・
２

％
）
③
普
通
18
件
（
11
・
８
％
）
。

「
料
金
は
い
か
が
で
し
た
か
」
①

安
い
56
件
（
36
・
８
％
）
②
や
や

安
い
31
件
（
20
・
４
％
）
③
普
通

48
件
（
31
・
６
％
）
。

「
ご
利
用
を
い
た
だ
い
た
理
由
は

何
で
す
か
」
①
公
共
的
な
団
体
61

件
（
31
・
１
％
）
②
料
金
が
安
い

44
件
（
22
・
４
％
）
③
仕
事
が
丁

寧
38
件
（
19
・
４
％
）
④
他
に
依

頼
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
19
件
（
９
・

７
％
）
⑤
知
人
の
紹
介
17
件
（
８
・

７
％
）
⑥
会
員
の
紹
介
６
件
（
３
・

１
％
）
。

「
事
務
所
の
対
応
は
い
か
が
で
し

た
か
」
①
良
い
92
件
（
60
・
５
％
）

②
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
良
い
27
件

（
17
・
８
％
）
③
普
通
30
件
（
19
・

７
％
）
。

「
今
後
も
ご
利
用
し
て
頂
け
ま
す

か
」
①
利
用
し
た
い
１
４
８
件

（
97
・
４
％
）
②
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
４
件
（
２
・
６
％
）
。

「
今
後
、
ど
の
様
な
仕
事
を
希
望

し
ま
す
か
」
①
植
木
の
剪
定
②
除

草
・
草
刈
り
③
障
子
の
張
り
替
え

④
刃
物
研
ぎ
⑤
屋
外
軽
作
業
⑥
そ

の
他
、
大
工
・
塗
装
、
家
事
援
助
、

屋
内
清
掃
、
粗
大
ご
み
の
処
理
。

３
月
７
日
、
野
菜
販
売
事
業

に
携
わ
っ
て
い
る
会
員
や
事
業
に

参
加
を
希
望
し
て
い
る
会
員
を
対

象
に
、
野
菜
作
り
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
（
参
加
16
人
）
。

野
菜
作
り
の
基
本
と
品
質
維
持

管
理
、
肥
料
の
役
割
、
野
菜
の
害

虫
予
防
に
つ
い
て
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

（１） 行田シルバー 令和６年４月１５日発行
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シルバー事業の理念

「自主・自立、共働・共助」

１・ともに働き、ともに助け

合っていくことを目指す

２・地域社会に活力を生み出

し、ひいては地域活性化

につなげていく

３・豊かで積極的な高齢期の

生活と社会参加によるい

きがいの充実を図る

広 報
第３７号

事
業
運
営
に
反
映

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

シ
ル
バ
ー
農
園
事
業

野
菜
作
り
講
習
会

事
業
や
行
事
に

積
極
的
参
加
を

「
貴
婦
人
」
の
お
色
直
し

「
貴
婦
人
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
本
丸
児
童
公
園

の
蒸
気
機
関
車
Ｃ
５
７
２
６
。

52
年
の
汚
れ
を
落
と
し
て

お
色
直
し
。
美
し
い
姿
を
取

り
戻
し
た
「
主
役
」
に
花
を

贈
る
よ
う
に
咲
く
桜
。

撮
影

佐
藤
ト
ミ
ヨ



安
全
就
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
最
重
要
課
題
で
す
。

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
筋
肉

や
骨
な
ど
の
筋
骨
系
に
衰
え
が

生
じ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
目
や

耳
な
ど
の
感
覚
器
官
も
機
能
低

下
が
。
同
時
に
、
精
神
的
な
面

で
も
特
有
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
機
能
低
下

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
自

覚
し
、
対
処
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
す
。

「
自
分
は
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
」

と
云
う
過
信
は
禁
物
で
す
。
健

康
上
の
理
由
で
制
限
さ
れ
る
こ

と
な
く
日
常
生
活
を
送
れ
る
期

間
（
健
康
寿
命
）
を
伸
ば
し
て

い
く
に
は
栄
養
や
運
動
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
積
極
的
な
社
会

参
加
が
必
要
で
す
。

「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」
の

よ
う
な
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る

健
康
維
持
講
習
会
に
は
、
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
を
対
象
に
し
た
フ
レ
イ

ル
予
防
教
室
５
回
コ
ー
ス
が
、

２
月
14
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で

の
１
か
月
に
及
ぶ
期
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
は
、
始
め
に
子
供

の
頃
に
歌
っ
た
「
た
き
火
」

や
「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」

「
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
」

の
「
さ
」
抜
き
の
歌
を
歌

い
な
が
ら
手
指
の
運
動
。

栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
食

べ
よ
う
」
「
体
の
不
調
や

病
気
に
負
け
な
い
食
事
」

「
頭
と
体
を
し
っ
か
り
働

か
せ
る
食
事
」｢

栄
養
状
態

の
チ
エ
ッ
ク｣

な
ど
の
指
導
。

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
脳
ト
レ
ス
テ
ッ
プ
」
「
じ
ゃ

ん
け
ん
ネ
ー
ム
」
「
自
己
紹
介

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
「
ボ
ッ
チ
ャ

風
ゲ
ー
ム
」
「
ス
テ
ッ
プ
タ
ッ

チ
」
な
ど
、
頭
を
使
っ
て
遊
び

感
覚
の
運
動
を
。

社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
転

ば
ぬ
先
の
ま
め
知
識
」
「
笑
い

の
レ
ッ
ス
ン
」
。

体
力
測
定
は
、
５
回
椅
子
立

ち
座
り
、
開
眼
片
足
立
ち
、
ア
ッ

プ
＆
ゴ
ー
、
ス
テ
ッ
プ
、
握
力
、

通
常
歩
行
の
６
項
目
。

１
か
月
に
わ
た
っ
て
講
習
を

受
け
た
参
加
者
か
ら
は
「
栄
養

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
変
参
考
に
な
っ

た
」｢

み
ん
な
と
一
緒
に
運
動
や

多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た｣

な
ど
の
声
が
。

参
加
者
延
べ
45
人
（
男
性
27

人
、
女
性
18
人
）
平
均
76
・
５

歳
（
最
高
年
齢
85
歳
）
。

３
月
23
日
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し

て
桜
の
名
所
大
宮
公
園
へ
。

桜
の
季
節
だ
と
い
う
の
に
雪

が
ち
ら
つ
く
寒
さ
。
駅
か
ら
日

本
一
長
い
と
云
わ
れ
る
参
道
を

通
っ
て
氷
川
神
社
に
参
詣
。

ひ
ょ
う
た
ん
池
の
脇
か
ら
大

宮
公
園
へ
。
「
日
本
さ
く
ら
名

所
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
埼

玉
県
屈
指
の
桜
の
名
所
も
花
は

無
く
、
ま
だ
蕾
。

見
沼
代
用
水
を
渡
り
、
大
宮

第
二
公
園
を
抜
け
て
芝
川
遊
歩

道
か
ら
見
沼
合
併
公
園
へ
。

帰
路
は
、
公
園
に
隣
接
す
る

自
治
医
大
大
宮
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
バ
ス
で
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
。

年
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
各

サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
は
、
活
動

費
の
支
給
に
必
要
な
前
年
度
の

活
動
報
告
と
新
年
度
の
活
動
計

画
、
会
員
名
簿
を
セ
ン
タ
ー
事

務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
た
活
動
の
様
子
や
写

真
な
ど
の
投
稿
も
お
願
い
し
ま

す
。

令和６年４月１５日発行 行田 シルバー （２）

安
全
就
業
は
ま
ず

健
康
管
理
か
ら

新
緑
の
日
光
を
訪
ね
る
日
帰

り
バ
ス
旅
行
が
５
月
29
日
に
決

ま
り
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
「
日
光
東
照
宮
」
。

大
修
理
を
終
え
た
「
御
本
社
」

の
ほ
か
「
陽
明
門
」
な
ど
国
宝

８
棟
や
「
五
重
塔
」
な
ど
重
要

文
化
財
34
棟
の
建
造
物
が
並
ぶ

境
内
を
時
間
を
か
け
て
散
策
。

道
の
駅
「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

で
昼
食
後
、
石
の
里
・
大
谷
へ
。

大
谷
資
料
館
で
は
、
深
さ
30

㍍
、
広
さ
は
２
万
平
方
㍍
の
大

谷
石
地
下
採
掘
場
跡
を
見
学
し
、

洞
窟
に
包
ま
れ
た
よ
う
に
建
つ

大
谷
寺
へ
。

募
集
人
員
40
名
（
先
着
順
）
、

参
加
費
１
０
，
０
０
０
円
。
申

し
込
み
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
。

団
体
旅
行
は
個
人
の
と
は
異

な
っ
た
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
良

い
機
会
で
す
。
是
非
参
加
を
。

日
帰
り
バ
ス
の
旅

新
緑
の
日
光
へ

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
同
好
会

芝
川
か
ら
見
沼
合
併
公
園

フレイル予防教室

各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
へ

前
年
度
の
活
動
報
告
を


